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【発明の概要】

コントロールバルブを起立姿勢で配置し，さらに電動
オイルポンプとメカオイルポンプとをケース内に動力伝達
装置の回転軸に沿う向きで並べて配置すると，ケース内で
これらのポンプを収容する部位が回転軸方向に大きくなっ
てしまうという問題があった．
本発明の動力伝達装置では，メカポンプの回転軸を動

力伝達機構の回転軸に沿わせた向きでケース内に配置し，
さらに，ケース内の縦置きコトロールバルブ室に電動ポン
プをその回転軸が上下方向に沿うように縦置きで配置す
る．
これにより，メカポンプの回転軸と電動ポンプ回転軸

がケース内で同軸に配置されないため，動力伝達装置を回
転軸方向に大型化することなくこれらのポンプをケース内
に配置できる．

本特許は，製品紹介「日産自動車向け北米KICKS用 Jatco CVT-XS（JF023E）の紹介」のコントロールバルブの縦置化に
関するものである．
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